
いちごドリルプリント

岩石・鉱物 名前

問1 広域変成作用によって形成され、高温下で強く変形しながら鉱物が再結晶することで生じる、特徴的な縞模様を持つ変成岩の名称として最も適
切なものはどれか。 （2021年 全国公立入試 類似）

1. 大理石 2. ホルンフェルス 3. 片麻岩 4. 結晶片岩

問2 マグマの結晶分化作用が進行する際、マグマの粘性が変化する主な理由として最も適切なものはどれか。 （2004年 全国公立入試 類似）

1. マグマの温度が上昇し、分子の運
動が活発になるため。

2. シリカ含有量の増加に伴い、ケイ
酸塩の重合が進むため。

3. 結晶が沈殿することで、マグマ中
の水分がすべて失われるため。

4. 鉄やマグネシウムの含有量が増加
し、密度が高まるため。

問3 火山灰に含まれる鉱物を観察するための試料作成手順として、最も不適切な操作はどれか。 （2008年 全国公立入試 類似）

1. 乳鉢ですりつぶして粒径を細かく
均一にする

2. 上澄み液を繰り返し捨てて鉱物粒
を沈殿させる

3. 水に入れて指でこねて泥分を洗い
流す

4. 磁石をビニール袋で包んで磁性鉱
物を吸着させる

問4 偏光顕微鏡を用いた火成岩の観察において、かんらん石の光学的な特徴に関する記述として最も適当なものはどれか。 （2015年 全国公立入試 類似）

1. 開放ニコル下では強い多色性を示
すが、直交ニコル下では干渉色が消
失する。

2. 開放ニコル下ではほぼ無色である
が、直交ニコル下では鮮やかな干渉
色が観察される。

3. 斜長石と比較して、直交ニコル下
での干渉色が極めて弱く、常に黒色
に見える。

4. 直交ニコル下で観察される干渉色
は、石英の干渉色と全く同じ色調を
示す。

問5 マグマの結晶分化作用において、玄武岩質マグマから鉱物が順次晶出する過程の説明として最も適切なものはどれか。 （2022年 全国公立入試 類似）

1. 斜長石は、Naに富むものからCa
に富むものへと組成が変化する。

2. 有色鉱物がすべて晶出した後に、
無色鉱物が晶出を開始する。

3. 晶出が進むにつれて、残ったマグ
マ中のSiO2含有量は減少する。

4. かんらん石、輝石、角閃石、黒雲
母の順に有色鉱物の晶出が進む。

問6 花こう岩の化学的組成や鉱物構成に関する記述として、正しいものはどれか。 （2010年 全国公立入試 類似）

1. 磁鉄鉱を主成分とし、非常に高い
密度と強い磁性を持つ。

2. 石英やカリ長石を多く含み、全体
として白っぽい色調を呈する。

3. SiO2の含有量が少なく、主にカン
ラン石と輝石から構成される。

4. 斑晶として大きな輝石の結晶を含
み、石基にはガラス質が多く含まれ
る。

問7 広域変成作用によって石灰岩が変化した岩石の名称として正しいものはどれか。 （2021年 全国公立入試 類似）

1. 泥岩 2. ホルンフェルス 3. 結晶質石灰岩 4. 石墨

問8 鉱床の分類と生成過程の組み合わせとして、誤っているものを次のうちから一つ選べ。 （2005年 全国公立入試 類似）

1. 熱水鉱床：マグマ活動に関連する 2. 残留鉱床：堆積作用に関連する 3. ペグマタイト鉱床：マグマ活動に
関連する

4. 漂砂鉱床：マグマ活動に関連する

問9 鉱床の成因に関する記述として、最も適当なものを次のうちから一つ選べ。 （2005年 全国公立入試 類似）

1. 残留鉱床は、マグマの冷却過程で
結晶が沈降分離して形成される正マ
グマ性鉱床の一種である。

2. 堆積作用に関連する鉱床には、マ
グマの貫入による接触交代作用で形
成されるスカルン鉱床が含まれる。

3. ペグマタイト鉱床は、堆積作用に
よって特定の元素が地表付近に濃集
することで形成される。

4. 熱水鉱床は、マグマから分離した
高温の熱水が地殻の割れ目を通る際
に冷却され、金属成分が沈殿して形
成される。

問10 堆積物が埋没し、圧力や温度の上昇、あるいは地下水による化学変化を経て、固結した岩石になる過程を何と呼ぶか。 （2014年 全国公立入試 類似）

1. 化学的沈殿 2. 変成作用 3. 続成作用 4. マグマの貫入

問11 火山灰中に含まれる鉱物を顕微鏡で観察したところ、劈開面が約120度で交差する柱状の鉱物が確認された。この鉱物として最も可能性が高いも
のはどれか。 （2026年 全国公立入試 類似）

1. 輝石 2. 黒雲母 3. 石英 4. 角閃石

問12 輝石の構造に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2008年 全国公立入試 類似）

1. SiO4四面体が二列に連なり、複鎖
状構造を形成している。

2. SiO4四面体が頂点を共有して一列
に連なる鎖状構造を持つ。

3. SiO4四面体が網目状に広がり、三
次元的な骨格を形成している。

4. SiO4四面体が独立して存在し、金
属イオンを介して結合している。

問13 マグマの貫入に伴い、周囲の岩石がその熱によって変成を受ける現象を何というか。 （2006年 全国公立入試 類似）

1. 風化作用 2. 接触変成作用 3. 堆積作用 4. 広域変成作用

問14 火成岩の組織と冷却過程の関係について、最も適切な説明はどれか。 （2008年 全国公立入試 類似）

1. 斑状組織は、マグマが地下深部で
極めてゆっくりと冷却された際に形
成される。

2. 斑状組織は、マグマが地表付近で
急冷された際に形成される。

3. 石基が全く存在しない岩石は、地
表付近で急冷されたことを示す。

4. 等粒状組織は、マグマが地表付近
で急冷された際に形成される。

問15 続成作用に関する記述として最も適切なものはどれか。 （2018年 全国公立入試 類似）

1. 対流によって生じる粒状の模様が
岩石の表面に現れる現象である。

2. 海洋の深層における温度差による
鉛直方向の対流現象を指す。

3. 大気中の温度差によって生じる大
規模な鉛直循環運動のことである。

4. 堆積物が埋没し、圧力や地温の影
響を受けて固結する過程である。

問16 マグマの結晶分化作用が進行する過程において、マグマの性質の変化に関する記述として最も適当なものはどれか。 （2004年 全国公立入試 類似）

1. マグマの粘性は低下し、流動性が
増すようになる。

2. 斜長石中のカルシウムの割合が増
加し、ナトリウムの割合が減少する
。

3. シリカ含有量が増加し、マグマの
粘性は高くなる。

4. マグマ中のガス成分の割合が減少
し、噴火の規模が小さくなる。


